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子供たちもワクワク、初めての授業参観                                               
  〜 PTA 研修会・PTA 作業・心肺蘇生法講習会も開催 〜 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

    第４号 

 R２．７．１５ 

 西川小学校 

 校長 白田慶和 

 新型コロナウィルス感染拡大が心配される中ですが、６月２７日（土）に授業参観や PTA 研修会等を開催

することができました。今年度初めての授業参観ということもあり、子供たちも張り切って学習に臨みまし

た。また、PTA 研修会では、社会福祉法人恩賜財団済生会 山形済生病院より 伊藤 貢 健康運動指導士（本

校 PTA 副会長）を講師としてお招きし、子供たちの体力等の現状や体幹並びに姿勢を意識することの大切さ

を教えていただきました。 

２年国語「スイミー」の授業 ６年２組算数「分数の計算」の授業 

PTA 研修会（姿勢や体幹の大切さを考える） 

PTA 作業（窓ガラス磨き等） 心肺蘇生法講習会（５年保護者対象） 



地域の皆様方のご協力の下、ふるさと楽行開校！！ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２年生は、沼山・入間楽行を実施。午前中は、沼山地区にある大沼で水の色や植物を観察。その後、

べっき沼に移動して黒メダカや沼エビ、カエルなどをたくさん捕まえ、さらには「沼神の戦い」という

昔語りに興味津々で聴き入りました。午後からの入間地区では、蛍の一生の話を聞いた後、タニシやカ

ワニナを捕まえました。 

 べっき沼に行って、沼山楽行の先生方に会って

とてもうれしかったです。生き物の名前をたくさ

ん教えてくれてありがとうございました。 

               さいとうまお 

 くわのみを見て、先生が「食べられるんだよ。」と

言ったので、本当に食べたらおいしかったので、また

食べたいです。タニシやカワニナをいっぱい見つけ

られたので楽しかったです。   うわのふうか 

 ６年生は岩根沢楽行を実施。午前中は、出羽三山信仰や六浄豆腐、宿坊についてお話を伺い、昔の人々

の暮らしに思いを馳せていました。また、午後からは、丸山薫記念館見学のほか、丸山薫氏の詩作の様

子や人柄等に関するお話を聞きました。その後、詩の散策を行い、詩の世界に約半日どっぷりと浸って

いました。 

 ぼくは、岩根沢について学習して、岩根沢には歴史が

あり有名な人物がいて、とても素晴らしい場所なのだと

思いました。三山神社や丸山薫さんは、岩根沢の誇りと

して大切にされてきたものなのだと思いました。三山神

社は３回建て直しをし、丸山薫さんの詩碑も飾ってあ

り、とても大事にされ価値ある場所なので、町外の人た

ちにも価値を伝えたいです。     阿部大輝 

 私は、岩根沢に何回か行ったことがありました。

けれども、龍神沼や岩根沢三山神社を全然知らなか

ったので、とてもワクワクしました。岩根沢では、

歴史と文化が薫ると知った時は「すごい」と思いま

した。岩根沢の文化や歴史を岩根沢の人達が教えて

くださったように、私達も広めたいと思いました。 

                鈴木愛来 



西川町の自然等を満喫  〜 １泊２日でブナの森自然学校（５年） 〜 

 

 

 

 

 

 

 

 

６年生が水質調査・サクラマス稚魚放流 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

          ＜丁寧に水質調査＞                  ＜「帰ってきてね。」との思いで放流＞ 

 西川町教育委員会主催で、今年度も５年生がブナの森自然学校を実施しました。１泊２日に縮減されたも

のの、１日目は月山フラワートレッキングやボンファイヤーを楽しみ、大井沢地区の皆さんとも温かい交流

の場を持つことができました。また、２日目は「ブナの森探検」「六十里越街道散策」「カヌー体験」の３コー

スから選択し、西川町ならではの体験を思う存分楽しみました。 

 今年度も、６年生が県環境科学センターのご指導の下、寒河江川の水質調査を行い、さらに最上川第２漁業

協同組合のご協力の下、約 20,000 匹のサクラマス稚魚を放流しました。子供たちは、寒河江川の水質がきれ

いだったことを喜ぶとともに、「サクラマスが帰ってこれるような川を守っていきたい。」との思いを強くし

ました。 

フラワートレッキング中、小休憩 ボンファイヤーの準備に悪戦苦闘 

雪渓渡り ２日目朝のラジオ体操 六十里越街道中、沼で鯉の観察 

夕食を何杯もおかわり 



子供の「命」を守る強化月間 
           ～ 町ぐるみで、自ら危険を予知し、適切に判断・行動できる子供の育成を ～ 
 ７月上旬、熊本県を皮切りに九州地方の複数県が豪雨に見舞われました。多くの尊い命が失われていく報

道を連日目の当たりにし、きっと各ご家庭や地域で災害発生時の対応等について話題になっていたのでは

ないかと思います。本校では、過去に他県で子どもが巻き込まれる凄惨や事件や事故が発生したことを教訓

に、６月中旬から７月中旬を「子供の『命』を守る強化月間」とし、子ども育成会や町内関係機関と連携し

ながら下記の取組みを行っています。 

 

①危機管理マニュアル・「子供の『いのち』を守る強化旬間」点検表等による安全管理の再点検   

②通学路の安全対策及び安全指導 

   ○子ども育成会や警察（西川駐在所長）等の関係機関との連携・情報共有の強化 

   ○スクールバスの停留所や集合場所等、児童が多く集まる場所の見守り強化 

   ○スクールバス通学児童徒歩試行における交通安全指導（６/２３～２７） 

   ○各学年・学級での指導（学級活動や朝の会・帰りの会で） 

③自然災害等発生時の本町の危機管理体制の確認 

④各学年・学級での指導（「危機管理マニュアル」の活用） 

 ○人数把握、安全確保、火の始末、周囲安全確認（避難可能な出口の確保）、情報収集、避難等 

 ○梅雨時や地震発生後の土砂災害発生時の避難場所確認（町ハザードマップの活用） 

⑤生徒指導だよりによる各家庭への啓発 

 

 今後、保護者並びに地域の皆様方からもご協力いただきながら、子供たち自身が危険を予知し、自ら適切

な判断・行動をとれるよう育てていきたいと思います。なお、子供たちの日常の行動等で気になることがあ

りましたら、いつでもご連絡ください。 

校内で水源地宣言を発表         コロナウィルスに負けない体づくりを 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１５日（水）１年大井沢楽行            ８月１日（土）〜１７日（月）夏季休業 

１７日（金）６年カヌー教室、学校保健委員会    １８日（火）２学期始業式 

母親委員会給食試食会          ※ 県の方針を受け、夏季休業中のプール開放と 

３１日（金）１学期終業式               校内水泳記録会を中止とします。 

水源を守る町民大会が中止となりましたが、４年

生が朝会で水源地宣言を発表しました。 

運動不足解消を図るため、運動委員会が「ダンス

タイム」を企画し、ダンスを楽しんでいます。 


